
〈 中学 校 技 術 ・家 庭(家 庭 分 野)部 会 〉

研 究 主題

「生徒一人一人の習熟の程度に応 じた指導方法や教材の開発 」

研 究 の概 要

本研究では、「(3)衣 服の選択 と手入れ」において、生徒が 自分の衣生活に関心をもち、自ら 「快

適な衣生活」を営んでいこ うとい う意識をもって学習す ることができるように、生徒に身 に付 けさ

せたい基礎的な知識 と技術を明確 にし、題材構成を工夫 した指導計画を作成 した.さ らに、生徒 の

つまずきを分析 し、そのつまずきを未然に防いだ り、つ まずきを克服 した りす るための教材を開発

し、生徒一人一人の習熟の程度に応 じた指導方法の開発 と検証 を行 った。

1研 究 の 目 的

今 日、豊 か な人 間性 を は ぐ くむ教 育 や、 生徒 一 人一 人 の個性 や 能力 を伸 ばす 教 育 を推進

し、生涯 にわたって学 び続 け る こ とがで き る生徒 の育成 が 求 め られ てい る。 学 習指導 要領 に

お いて も、生徒 に 自ら学び 、 自ら考 え る力 な ど 「生 き る力 」 を育 成す る ことが ね らい とな っ

てい る。 家庭や 地域社 会 の教育 力が低 下 してい る と言 われ る今 、学校 教育 にお いて、 これ ら

のカ をは ぐくむ教 育 の一層 の充実 が重 要であ る。

中学校 技術 ・家庭 科 では 、 「生 活 に必 要な基礎 的 な知識 と技 術 の習得 を通 して 、生活 と技

術 の かか わ りにつ いて理 解 を深 め、進 ん で生活 を工 夫 し創 造す る能 力 と実 践 的態 度 を育 て

る。」 こ とを 目標 と し、 学習 指導 の展 開 の 中に、生 徒 の寅 際 の生活 を意 図 的 に取 り込む こ と

や 、生 徒が 学習 の成果 を積極 的に生活 に生かす こ とが で きる よ うにす る こ とが示 され てい る。

近年 、生 徒 の状 況 をみ る と、 多 くの物資や 情報 に囲 まれ豊 か な生活 を送 って いる。 さらに

情報機 器等 を 日常的に活用 してい る生徒 が多 く、操 作 に慣 れ てい る状況が 見 られ る。しか し、

生徒 を取 り巻 く環 塊の変化 な どか ら、 家庭や 地域社会 での生 活体験 が減 少 してい る。 そのた

め、知 識や 技術 を身 に付 け て も実 際 の生活 の場 で応 用 でき ない生徒 もい る.さ らに、生 徒一

人一人 の学 習経験や 生活 経験 に違 いが 見 られ 、共通 の認識 や 課題意 識 を もつ こ とに齪齢 が生

じる場 合 もあ る。

この よ うな生徒 の実態 を踏 ま える と、生徒 の生活基盤 に 立った題材 の設 定や 、生 徒一 人一

人の実 態 に応 じた複 数 の教材 を用意 した り、学 習指導 の場 面 に応 じて多様 な学 習方 法 を工夫

した りす る こ とが重 要 であ る、 また、 学習の効果 を高 めるた めに は、そ こで扱 う題材 や教材

は、生徒 の興 味 ・関心 を喚起 し、学 習への意欲 が高 ま る よ うな もの でな けれ ばな らな い.

そ こで、本 研究 の主題 を 「生 徒一 人 一人の習熟 の程度 に応 じた指 導方法や 教材 の 開発」 と

し研 究 をすす めた。

皿 研 究 の 方 法

研 究 を進 めるに あた り、 次の よ うな方 法 を とった。

1指 導 内容の 分析
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「内容A生 活 の 自立 と衣食住(3)衣 服 の選択 と手入れ 」 にお け る基礎 的 ・基本 的 な内

容 の分析 を行 った.

2指 導計 画 の作成

生活 の 自立へ の基礎 を培 うた め、3っ の題 材で構 成 した。 題材 の設 定 に 当た って は、実 際

の生活 に関連す る場面 を取 り込む こ とや、 次の学 習や 実際 の生活 に活 用 で きた りす る よ う工

夫 した。

3教 材 開発

各 学習活 動 にお ける生徒 のっ まず き を予測 し、 そのっ まず きを未 然 に防 いだ り、克服 した

りす るこ とがで き る教材 を検討 し開発 した。

4授 業実践

学習 内容 にお け る基礎 的 ・基本 的 な内容 をすべ ての生 徒 に確 実 に身 に付 け させ るこ とと、

各学 習活動 にお いて予測 した生徒 のつ まず きを防 いだ り、克 服 した りす る教材 とを活用 した

指導方 法 を工夫 した。

皿 研 究 の 内 容

生徒 一人 一人 の学習状 況 に応 じた指 導方法や 教材 を開発 す るた めに 、次 の2点 を 中心 に研

究 を進 めた。

1題 材構 成を工夫 した指導 計画 の作 成(表1)

(1>基 礎 的 ・基本的 な 内容 の知識 と技術 の 明確 化

「内容A生 活 の 自立 と衣食 住(3)衣 服 の選択 と手入れ 」 にお け る、生徒 に確 実に身 に

付 け させた い基礎 的 ・基 本的 な内容 の知識 と技術 を明確 に した。

(2)生 徒 の実 際の生 活に 関連 す る場 面 の活 用

生徒 の 実生活 に合 わせ て衣生 活 の場 面 を設 定 し、 「手入れ と補 修」、 「日常着 の選 択 」 な

どの衣 生活 につい ての課題 にっ いて 自ら気付 かせ る工夫 を した.

(3)学 習 の成果 の活用

墓礎 的 ・基本 的 な 内容 の確 実 な定着 を図 り、学 んだ こ とが実 生活 で生 かす こ とが で きる

よ う工夫 した.

(4)3つ の小題 材 の構成

① 題材 「自分 らし く着 よ う」

ここで は、 「衣 服 の選 択 と手入れ 」 の学 習の 導入 と して衣服 を有効 に活 用す る方法 に

つ いて学 び なが ら、 これか ら学 習す る内容 につい て見通 しが もて る よ うに工夫 した.

② 題材 「気 持 ち よ く着 よ う」

こ こでは、補修 の仕方 や 日常着 の手入れ の方 法にっ いて、まつ り縫 いや ほ ころび直 し、

ス ナ ップ付 けの練習 がで き る実 習題材 を取 り入れ なが ら体験 す るこ とで、基礎 的 ・基本

的 な 内容 が確実 に身 に付け られ る よ うに工夫 した。

③ 題材 「賢 く着 よ う」

こ こで は、 「衣服 の選 択 と手入 れ 」 の学 習 の ま とめ と して、 自分 ら しい適 切な 日常着
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の選択 がで き るこ とを 目的 として 、 これ まで の学習 を踏 まえて 自分 の 日常着 を選択で き

る よ う工夫 した。

(表1)家 庭分 野A(3)「 衣生活 の選 択 と手入れ 」指 導計 画(16時 間扱 い と して)

自分ら駅 着よう 気持ちよく着よう

時
数 小題材嶺 ・学習活動

時
数

小題材名 ・学習活動
時
数

小題材妬・学習活動

1

衣服 の 一生

衣服計画
5

手入れと補修

日常着の乎入れ
組成表示 9

補修名 人③

標準服(ズ ボ ンや スカー
ト、シャツ)の 取れたボ

タン ・スナ ップの補修
スナ ップ付 け、ボ タン付

け

2

個性 を生 かす着用

【実践例2】

コーデ ィネー トの 工夫① o

アイ ロンかけ

素材に適 した アイ ロン

かけ 10

衣服材料に応じた日常着
の手入れ①

衣服材料の性質に関する
実験と組成表示

3

衣服の役割

目的に応じた着用
7

補 修名人①

標 準服(ズ ボ ンやス カー

ト)の 裾 のほつれの補修

【実践例1】
まつ り縫 い

11

衣服材料に応じた日常着
の手入れ②

しみ抜き

4

布の成 り立ち

平織 りと綾織 り

織物 と編み物 8

捕 修名 人②

標 準服(ズ ボンやス カー

ト)の 縫い 目の補 修

並縫い 、返 し縫 い

12

衣服材料 に応 じた 日常着

の手入れ③

洗濯機 に よる洗濯
ブラ シに よる手入れ

ドライ クリーニ ング

時
数

13

14

15

16

賢く渚よう

小題材名 ・学習活動

日常着の選択①

既製服の適切な選択

サイズ表示

衣服の表示

口常着の選 択②

(入手)
～資源 と環境 を考 える～

コーデ ィネー トの工夫②

学習発蓑

衣服計画の実行

2生 徒一 人一人 の習熟 の程度 に応 じた教材 の工 夫

生徒 の学習状 況は様 々 であ る。例 えば 、教 師 の説 明だ けで本 時の学 習 を進 める こ とがで き

る生 徒(以 下 「生 徒 ア」 とす る)が い る一方 で 、 よ り具体的 な教 材 ・資料 を必 要 とす る生徒

(以 下 「生徒 イ」)や 、様 々な資料 を用 いて も理解 で きない生徒(以 下 「生 徒 ウ」)が い る。

「生 徒イ 」 「生徒 ウ」 のっ まず きは、 学 習経験 ・生活 体験 の違 い 、学 習 内容 の理 解 の仕 方 の

違 い 、学習 への興 味 ・関心 の違 いな どが背 景に な ってい る と考 えた。 そ こで 、評価 計画 に基

づい た観 点別 学習状 況 の評 価 「概 ね満 足 で き る状 況 評価B」(以 下 「評価B」 とす る)を

目指す指 導 を展 開す るた めに 、つ まず きの背 景 に配 慮 した教材 を工夫 した。(表2)

(1)学 習経験 ・生活体 験 の違 い

生 徒が 実際 に触 って調 べ た り、 自 ら考 えた りす るこ とが で きる こ とで、理解 が深 まった

り、課 題 が発 見 でき た りす る と考 え、主 として 身近 に見 た り、 実際 に触れ た りす る こ との

で きる教材 を開発 した.

(2)学 習内容 の理解 の仕方 の違 い

本 時の ポイ ン トを必要 な ときに何 度 で も確認 で き る教材 が必 要で あ る と考 え、主 として

繰 り返 し学習 で きる教材 を開発 した。

(3)学 習 へ の興 味 ・関 心の違 い

16時 間の学習 に見通 しを もつ ことが で き、 さ らに 自分 が学 習 した こ とを振 り返 り、

学 ん だ こ との価 値 を実感 で き るよ う、学 び を振 り返 られ る工夫 をす る教材 と実 生活 に生
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かせ る教材 が必 要 であ る と考 え、主 と して学習 に使 用 した ワー クシー トをポー トフォ リオ

形 式で ま とめ、学 習 の振 り返 りとその後 の学習 や生活 で活 用 で きる教材 を開発 した。

(表2)つ まず きの状 況 と教 材 開発 の視 点

生徒の一入一人の状涜 っまずきの背景 教 材開発 の視点 ト

・教 師の説明 だけで学習を進 めることができる生 徒

「生 徒ア」
・学 習経験 ・体験の還 い ・身近 に見て、実際に触れることのできる教材

・繰夢返し単 習できる教材

・学習 の振り返 りと、その後の 学習や生 活で活用

できる教杉

・詳しい資料や具体的な資料を必要とする生徒

「生徒イ」
・学習内容の理解の仕方の違い

・棟 々な資 料を用いても学習 を進めることが できない生 徒

「生 徒ウ」
・学習への興 味・関 心の違い

3実 践例1

(1)題 材名 「気 持 ちよ く着 よ う」補 修名 人① ～標 準服 の裾 の ほっれ の補修 ～(7/16時 間)

(2)本 事 例の概 要

本題 材 は、生徒 に とって身 近 な衣 服(標 準服)の 裾 のほっれ を題材 に、具体 的 なほっ れ

の補修 の方 法につ いて の知識や 技術 を身 に付 けて 、衣生活 で の 自立 を 目指 す こ とをね らい

とした。

授 業前 のア ンケー トに よる と、標 準服 の裾 がほ っれ た ときや 、 ボ タンや スナ ップが とれ

た とき、 自分 で直 す と答 えた生徒 は、125%で あ った。 多 くの生 徒は 、保 護者 に直 して も

らうと答 えてい る。 この よ うな実態 か ら、衣服 の補修 の必 要性 を実感 す る こ とが でき なか

った り、衣服 が ほ ころびて も どの よ うに補修す れ ばい いかが分 か らなか った りしてい るこ

とが予 測 され る。 また 、補修 の方 法 が身 に付 い てい ない と とらえ るこ ともで き る.

そ こで、 生徒 の 日常 の生活 に即 した 「標準服 の裾 の ほつれ の補修 」 におい て、 予測 した

つ まず きの状 況 に応 じた教材 を検 討 した.

(3)生 徒 一人 一人の 習熟 の程度 に応 じた教材

本題 材 で は、① 補修 の必要 性(知)、 ②補 修 の た めのま っ り縫 い と して適 した縫 い方

(知)、 ③ まっ り縫 い(技)に つ いて 、 「評価B」 を 目指 した。 そ こで 、 「生徒 イ 」、 「生徒

ウ」へ の手 だて を次の よ うに工夫 した。(表3)(表4)

(表3)本 題 材 にお ける学習 活動 にお け るつ まず きの状況 と教材 開発 の視 点

学習経験 ・体験の違 い 学習内容の理解の仕方の違い 学 習への興味 ・関心の違 い

教柑開発の視点 身近 に見て、実際 に触れ るこ
とのできる教材

繰 り返 し学 習できる教材
学 習の振 り返 りと、その後 の

学 習や生活で活用できる教材

具体的癒
状況

補修の必要性が理餌で
きない生徒(知)

・①まつ り縫い見本(3種) ・④縫 い方 の説明(DVD) ・②標 準服(実 物 見本)

補修とじ砿の諏 調縫い

理解できない坐雛繍i)

・①まつ り縫い見 本

(ア)適 した縫 い方の見本

・①まつり縫い見本

(イ)縫 い 目が大きい見本

(ウ)表 に縫 い目が大 きく出

ている見本

・ワー クシ ー ト

iまつり縫いがでぎ懸し、

生徒(技)

① まっ り縫い標 本(3種}
・③まつ り縫い練習

・④縫い方 の説明 ①>D)
・② 標 準 服(実 物 見 本)

・ワー クシ ー ト
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(表4)本 題材 にお け る開発 した教材 の 工夫 した点

教材名 工夫した点
まつり縫い見本 (ア)適した縫い方をした見本
(3種 類) (イ)表 に縫い 目が大きく出て、目立っ色で縫った見本

① (ウ)縫 い 目が大きく、縫 い幅が大きくなってしまう見本
上記の特徴をもたせた、見 本3種 を用意して、実 際に触れ観察 させるようにした。

標準服 生徒が普段着用しているスカートのすそやズボンの裾がほっれた標準服を用意した。裾

② (実物標本) をほっれさせたり、ボタンがとれかかった状態にしたりして、各 自の 日常生活 に視点 がいくよ

うに した.

まつり縫い 具体的な縫い方がわからない生徒に、実物の布に取り組む前に、板 目紙に穴を開け、針

③ 練習教材 を通す順番を書き、ひもで通す練習ができる教材で練習させた。

縫い方の説明 縫い方の説明のDVDが 必要なときに、いっでも何回でも見たい生徒が操作できるよう準備

④ (DVD) した。

(4)指 導計 画 ・評価 計画

補修 の必 要性 と補修 に適 した まつ り縫 い の習得 を 目指 して、(表3)俵4)の 教材 を

活用 した指 導方 法 を工夫 した。

学習活動 指 導上 の 留意 点(主 体 的な学 習 活 動 を促す 授 業 の工 夫} ● … 評価の観 点

口 … 評価 方法

〔導 入 〕 ・「すそが ほころび ている標準服」 を実際に見せ 、意 見 を ● 補 修 に つ い て 関 心 を も っ

・衣 服 が ほ こ ろ び た と き に
、 ど の 出 しやす くす る。 意見が出にくい場合は グルー プで 話 し て 学 習 に 取 り組 ん で い る 。

よ うに対処 してい るか を1ワ ー 合わせ る、 (関)

ク シ ・一 ト」 に 記 入 し、 自分 の 意 口観 察

見や考 えを発表 する。

〔展 開 〕

・まっ り縫 い の方 法 を 知 る。

・「適 切 な 縫 い方 見 本 」 と 「ほ こ ろ

び や す い 縫 い 方 見 本 」を観 察 し、

ワー ク シー トに ま とめ る。

・ま つ り縫 い を 実習 す る。

〈生 徒 の取 り組 み の様 子 ① 〉

・自 己評 価 を し、 ワ ー ク シー トに

記 入 す る。

・次 の時 間 の確 認 をす る。

中 略

・「DVD」 を利用 しまっ り縫 いの方法 を見せ る。 ポイ ン

トでは、画面を停止 し説 明す る、

・表 に大 きな縫 い 目がでた り、縫い方が 雑 だ とどんな問題

が あるのか を見本 を観察す る こ とに より自ら気付 かせ

る。

・実習 に当たっては、① ～③ を想定 し自ら作業 をす る よう

促す。

① 「DVD」 を観ただけでまつ り縫いの方法が理解 で

きる。

② 「練習教材」で練習すれば、まっ り縫 いの方 法 が

理 解 で き る。

③①② で理解 できない場合は個人対店で指導す る。

・本 時の 目標が達成 できたかを確認 させ る。

● ま つ り縫 い の 方 法 が わ か

る。(知)

ロ ワー ク シ ー ト

● ま っ り 縫 い が で き る 。

(技)

口 作 品
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〈評価規準とその具体例〉

評価規準 観点 評価を判断する具体例
・補修 について関心をもって学習に取 り組

んでいる.

・まっ り縫いの方法が理解できている。

・まつ り縫いがで きている。

関心

知識

旋

B:補 修の必要性にっいて記入できている。

B:ほ ころびに適したまっ り縫いの方法が理解できている。

B:ほ ころびに適したまっ り縫いができている。

一 F __一 一晒

(5)各 教材 に対 す る生徒 の反応

① まつ り縫 い見 本(3種 類)

まつ り縫 い見本 では 、適切 な縫 い方 と不適 切な縫 い方 の両方 を用 意 した こ とで 、生 徒

は、縫 い 目が大 きい とひ っか か りやす い 、す ぐほ こ ろびや す くな る、表 の 国が大 きい と

見 た 目が悪 いな どの問題 点 を 自ら導 き出す こ とがで き 、適 切 な縫 い 方 につい て の理解 が

深 ま った。

② 標 準 服(実 物 見本)

生徒 は 、実物 を見 る こ とに よ り、 自分 の生活 と重 ね合 わせ るこ とが で き、 対処 の仕 方

を積 極 的 に発 言す る姿が見 られ、補 修 の必 要性 を実感 し、 自分 の衣 服 は 自分 で補修す る

ことにつ いての動機 付 けをす る こ とがで きた、

③ まつ り縫 い練 習 教材

生徒 は 、練習 用教材 を活用 して、 まず 自分 で考 えよ うとす るよ うにな った.こ れ まで

の授業 で は、生徒 がっ まず いた とき 「先 生 に聞 く」 とい うこ とが多 か った が、 自分で考

えよ うとす る態度 が 見 られ るよ うにな り、主体 的 な学 習へ の取 り組 み に転換 で きた。 ま

た 、 「まっ り縫 い練習 教材 」 を通 して生 徒 同士 で相 談す る姿 が見 られ 、共 に 学び合 う相

亙解 決 が充 実す る よ うにな った。

④ 縫 い方 の説明(DVD)

繰 り返 し学 習で きる教 材 を活用 して、生徒 は、 自分 の理解 の状況 に合 わせ て 、不 明な

ところ を繰 り返 し見 る こ とで、 自己解決 がで きる よ うに な り、主体 的 に学ぶ こ とで満足

感 を味わ うこ とがで きた。

(6)考 察

① 基礎 的 ・基本 的 な内審 の確 実 な定着 につ いて

「実際 にまつ り縫い がで きたか 」にお いて 「で きた1と 答 えた 生徒 が92%で あっ た。

これ まで は、 生徒 は、授 業 にお いてつ まず いた とき 「先生 に 闘 く」 とい う解 決 の仕方 が

多 かった。 しか し、身近 に見て 実際 に触 れ る こ とが で きる教材 や 、繰 り返 し学 習で き る

教材 を用 意す る こ とに よ り、 自分 で考 えて学 習 に取 り組む よ うにな った。 この こ とか ら

自ら課 題 を解決 す る こ とに よって、基礎 的 ・基本 的 な 内容 の確実 な定着 を図 る こ ともで

きた。 また、 毎時 間の基礎 的 ・基 本的 な 内容 の確 実 な定着 を 図る こ とに よ って 、次 の学
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習 に学 んだ 知識や 技術 を生 かす こ とが できた。

さらに、授 業前 の調査 で は 、 「標 準服 の スカー トや ズ ボ ンの裾 が破 れ た り、 ほっれ た

とき、 自分 で直そ う」 と思 った生徒 は、25.O%で あ ったが 、学習後 は56.O%と な った。

こ こで 学 んだ こ とを、 標準 服 のス カー トや ズ ボ ンの裾 の ほ こ ろび 直 しに活 用 で き る こ と

を再度 提示 し、生活 の 中で生 かす こ とが で きる こ とに気付 かせ 、 学 んだ こ とを生 活 の 中

で実践す る機会 となった。

〈生徒の取 り組 みの様子② 〉

② 生徒一 人一人 の習熟 の程度 に応 じた 教材 の工

夫 につ いて

まつ り縫 い見 本や まつ り縫い の練習 用教材 を

活用 す る こ とに よ り、 自ら考 え学習 に取 り組 む

よ うにな った。

さ らに、用意 され た教材 を通 して生 徒相互 で

考 え、教 え合 う場面 も見 られ 、適切 な縫 い方 の

理解 を深 める ことに もつ なが った。

この こ とに よ り、身近 に見 て実 際 に触 れ るこ とがで き る教材 や 、繰 り返 し学習 で きる

教材 を用意す るこ とによ り学 習意欲 を引き 出す こ とが で きた。 また 、生 徒一 人一 人 の習

熟 の程 度 に応 じた 教材 を生徒 が 自ら選択 し、活 用 しな が ら学 習 に取 り組 む姿 が見 られ 、

〔説 明 した だ けで は 、まっ り縫 い がで きな い〕 生徒 が 、っ まず きを克服 す る こ とがで き

た.

4実 践 例2

(1)題 材 名 「自分 ら し く着 よ う」 個 性 を 生 かす 着 用 ～ コ ー デ ィ ネ ー ト1～(2/16時 間)

(2>本 事例 の概 要

目常 着の 着装 につ いて は、 服飾 関係 の雑誌 を見 るこ とが好 き で、 自分 の衣 服 を 自分 で 買

い に行 く生徒 がい る一方 で、衣服 に は興味が な く、衣服 の購入 は保護 者 が行 って い るな ど、

興 味 ・関心 の程度 の差 が大 き い。 この事例 は 、友 人に似 合 う衣 服 の組 み合 わせ を考 え る こ

とに よ り、着装 につ い て興 味や 関 心 を 高 め、 「着 装 に つ い て考 え る」 こ と と、 自分 な りの

表 現が で き るこ とをね らい として い る。

(3)生 徒 一人一 人の習 熟 の程度 に応 じた教材

本題材 で は、すべ て の生徒 が評価 規準 に基づ いて① コー デ ィネー トのポイ ン トにっい て

(知)、 ② 具 体的 な衣 服 の組 合せ(デ ザ イ ン画)に っ い て(技)、 評 価Bを 目指 した。 そ

こで、 「生徒 イ」、 「生徒 ウ」へ の手 だて を次 の よ うに工夫 した。(表5)(衰6)
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俵5)予 想 され るつ まず きの状況 と教材 開発

学習経験・体験の違い
学習内容の理解の仕充の違
い

学習への興味・関心の違い

教材開発の視点
身近に見て、実際に触れるこ
とのできる教材

繰り返し学習できる教材
学習の振り返りと、その後の
学習や生活で活用できる教材

具体的な
状況

コーヂィネートのポイ認

トが分からない生徒
(知)

・① コーデ ィネー トと印象

・② 今 日のポ イント

・コーデ ィネー トと印 象 の プリ

ント

・衣生活の流れ(拡大図)

衣服の組み合わせがで
きない生徒(技)

・③ ヒン トカ ー ド ④ パ ソコンでコーディネー ト ・ワ ー クシ ー ト

(表6)教 材 開発

教材名 工夫 した点

①

コー デ ィネ ー ト

と印 象

日常着の衣服の組み合 わせ の例 について、プレゼンテーションソフトを使って作成 した。
コー ディネー トのポイントが理解できない生徒 に活用 させるための教材。

②

今 日の ポイント 本 時の学=習内容のポイントについて、プレゼンテーションソフトを使って作 成した。
コーディネー トのポイントをまとめる際 に活 用する。

③
ヒン トカ ー ド コーディネー トのための色・柄 ・素材 の布 地見本 として、実物の布を使用 して作成 した。

④

パ ソコンで

コーデ ィネ ー ト
衣服の組 み合 わせ及 び素材感 や 、色 、柄を簡 単 に変更 し、組 み合 わせ を変 更してみるこ

とができるようパソコンソフトを用いて作成 した教材。

(4)各 教材 に対す る生徒 の反 応

① コーデ ィネー トと印象

授 業 に関心 が もてず 、一斉 の説 明で は理

解 でき なか った り、説 明 を聞 き逃 した りし

た生 徒 には、数 種類 の衣 服 の組み 合 わせ の

画像 を提 示す る こ とに よ り成 果 を得た。

② 今 日のポイ ン ト

ー回 の説 明では
、本時 の学習 にっ いて理

解 で きない生 徒に は、本 時 の授 業 のポイ ン

トを必 要な ときにいつ で も繰 り返 し確認 で

きる 「今 日の ポイ ン ト」 を活用 させ る こ

をたて る こ とがで き るよ うになっ た。

③ ヒン トカー ド

〈教材 ① コー デ ィネ ー トと印 象〉

どん な 印 象 か な?

譲

睡

囎

A B

とで 、 本時 の め あて を理 解 し、 学 習 の見 通 し

コー デ ィネー トの ポイ ン トとなる色や 柄、 素材 につ いて理解 で きな い生徒 には 、実物

を示 し、見 た り触 った りす るこ とに よ って、 よ り実生活 に近 づ けて考 える こ とが で き る

よ うにな った。

④ パ ソコンで コー デ ィネー ト

次 服 の組 み 合 わせ につ い て考 えを深 め られ な い生 徒 に は 、パ ー ソナ ル コ ン ピュー タ

を活 用 し、簡 便 に組 み 合 わせ を変 更で きる教 材 を示 す こ とで、様 々 な組 み 合 わせ 方 を

疑似体 験す るこ とがで き、 コー デ ィネー トの仕 方 の糸 口がっか めた。
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〈教材 ②今 日のポイン ト〉

糊一ディ車一卜鷹衣照 の鰻み 盒わせ

を舞 蔑よう1

o色 は?

o柄 は?

o素 材は?

嚇形は?

ほ組み合わせ ぱ?

!好 きな色?似 台う色?＼r

＼ 落ち着いた色 マ 湶手な色?ノ_〆、、㌧___

∬ …… …'
^一 一一＼

.ヂveevク7無 地?
へ ・

、

汀

錘 露

〈教 材 ④ パ ソ コ ンで コ ー デ ィネ ー ト〉

灘粛 難灘 ノ冷鰍

囎 錘
》 麟

(5>考 察

① 基礎 的 ・基本的 な 内容 の確 実 な定着 につい て

衣服 の組み合 わせ にっ い て、友人 に似合 う組 み合 わせ を考 え るこ とで 、基本 的 な組 み

合 わせ 方 を理解す る こ とが できた。 また 、生徒 同 士の意 見交換 の場 を設 定す る こ とで 、

組 み合 わせ方 を客 観的 に判 断す る素地 がで きた。

② 生徒 一人一人 の習熟 の程度 に応 じた教材 の工夫 につ いて

実物 を見 た り、実際 に触 れ る こ とので き る教材 で あ る 「コー デ ィネー トと印象」で は、

日常着 の組 み合 わせ の実 際 を示す こ とによ って、 コーデ ィネー トのポイ ン トを理解す る

のに役 立 った。 一方 、 この教材 は、つ まず きに対応 す る教材 として だ けで な く、授 業 の

始 めに、導入 と して全 員 に示 す こ とで、 コーデ ィネー トの視 点 を理解 す るのに、効 果 が

あ るこ とが分 か った。

繰 り返 し学習で き る教材 であ る 「今 日のポイ ン ト」 と 「パ ソコンで コーデ ィネ ー ト」

の教材 は、 生徒 が簡 単 に操 作で きる よ うに した とこ ろ、必 要 な とき に、繰 り返 し活 用す

る こ とがで きた。 また、 本 時の授 業 を欠席 した 生徒 の補 習学 習 に も活 用 で き るこ とが分

かっ た.

N研 究 の 成 果 と課 題

本研 究 で は、 「(3)衣 服 の選択 と手入 れ」 の学 習 を通 して、 生徒 が 自分 の衣 生活 に関心

を もち、 自 ら快 適な衣生活 を営 んで い こ うとす る意 欲 をは ぐくむ た めに、題材 構成 を工夫 し

た指 導計 画 の作 成 と生徒 一人 一 人の習熟 の程度 に応 じた教材 の 工夫 を し、次 の よ うな成 果 を

得 た。

1成 果

(1)題 材構 成 を工夫 した指 導 計画 の作成

各題材 ご とに、生徒 のつ まず きをあ らか じめ予 測 して指 導 計画 を作成 し、 生徒一 人一 人

の習熟 の程度 に応 じた教材 を用 意す るこ とで、つ まず きや す い学習活動 にお いて、 学習 内

容 を理解 させ て次の学 習 に進 ませ るこ とがで きた。
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① 生徒 の 実際 の生活 に関連す る場面 を意 図的 に取 り込む

標 準服 の裾 のほつれ を補修 す るとい う、生 徒 に とって身 近 な題 材 を使 うこ とに よ り、

学習 へ の興味 ・関心や 学んだ こ とを生活 に生 か してい こ うとす る意欲 を高 め られ た。

② 学 習 の成果 を積極 的 に次 の学 習や 実際 の生活 に活 用 で きる よ う工夫す る

一時 間 ご とに基礎 的 ・基本 的な 内容 の確 実 な定着 を図 り
、分 か らな いまま次 の授 業 に

進 む こ とが ない よ うに した こ とに よ り、学 ん だ知識や 技術 を次の学 習 に生 か した り、学

んだ こ とを 日常生活 に生 かそ うとす る意欲 付 けにな った。

③3つ の小題材 の構成

小題 材 の内容 を 日常 生活 と関連付 けて 設 定 し、 「自分 ら しく着 よ う」 「気持 ち よ く着

よ う」 「賢 く着 よ う」 を組み 合 わせ るな ど、学 習 過程 を工 夫す る ことに よ り、 実生 活 に

結 び付 け よ うとす る意欲 を喚起 す る こ とがで きた。

(2)生 徒一 人一 人の習熟 の程度 に応 じた教材 ・指導 方法 の工夫

本 研究 にお いて は、生 徒の つまず き をあ らか じめ予測 し、 その背 景 を、学習経 験 ・生活

体 験 の違 い、 学習活 動 の取 り組 み までの理 解 の仕方 の違 い、学 習 の興味 ・関心 の違 い よ り

生 じる と考 え、それ ぞれ の教材 開発 の視 点 を明確 に して教材 を開発 した。

① 学習 経験 ・生活 体験 の違 い

実 際 に見た り触 った りす るこ との で きる教 材 を開発 した.実 物 を見 た り触 れ る こ とで

自ら考 え学 習 に取 り組 む よ うに な り、学 習意欲 が高 ま った。

② 学習 内容 の理解 の仕 方の違 い

繰 り返 し学習 で き る教材 を開発 した。 必 要な ときに、何 回で も繰 り返 し学習で きる こ

とに よ り、基礎 的 ・基 本的 な内容 の確 実 な定 着 を図る こ とが できた。

③ 学 習の興 味 ・関心 の違い

次 の学 習や生活 で活 用 でき る教 材 を開発 した。 ワー クシー トをポー トフォ リオ 形式 で

ま とめるな ど、 自分 の学習 した こ とを振 り返 る ことが で きる よ うに した こ とに よ り、学

習へ の興味 ・関心 を高 め るきっか け となった。

上記 の視 点 で開発 した教材 は、生徒 一人 一人 のつ まず きを克服 す る こ とに有効 に活用

され 、習熟 の程 度 に的確 に応 じる こ とがで きた。 また、つ まず き を克 服す るこ とだ けで

はな く、全 員 の生徒 に活用 で きる導入 のた めの教 材 として活 用 で きた り、欠 席者 の補 習

学習 として活用 で きた りす る こ とに も成 果が 得 られ た。

2課 題

(1)生 徒 が 自立 した衣 生活 を 目指 し、主 体的 に学 習で き るよ うにす るには、生 徒が衣 生活 の

改 善にっ いて の必要性 を実感 で き るこ とが大 切で ある。 それ に は、授 業 の中に、 よ り生 徒

の実生活 に即 し、意欲 的 に取 り組 める 「生活 の場 面」 を効果 的 に取 り入 れ る工夫 をす る必

要 があ る。

(2)生 徒 一一人 一一・人 の 習熟 の程度 に応 じた 教材 ・指導方 法 を充実 させ るには、生 徒のっ まず き

の背 景 を よ り深 く分析 した上で 、つ まず きを克服 で き る教材 の 内容 と生 徒 に身 に付 け させ

たい基 礎 的 ・塞本 的 な内容 との関連 付 けを さ らに追究 す る必要 があ る。
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